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哲
　
　
㎜
騨
　
　
研
　
　
兜
　
　
　
櫨
濯
　
山
ハ
　
鼎
伊

て
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
　
披
の
蓮
作
の
如
き
は
、
原
文
の
櫨
を
邦
語

に
課
禺
す
る
に
、
敢
て
課
文
の
奥
味
を
帯
び
な
い
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
程

に
、
　
其
の
獲
表
に
女
帝
的
色
彩
を
舩
細
し
て
居
る
。
勿
論
之
を
以
て
本
事
書

が
原
書
に
不
忠
賀
で
あ
る
と
は
更
々
云
ふ
の
で
は
な
い
。
外
園
語
を
邦
語
に

誤
撮
す
る
こ
と
の
画
幅
に
困
難
な
る
か
を
、
他
人
に
も
劣
ら
ず
認
め
罵
る
と

思
ふ
匿
分
に
販
っ
て
は
、
　
本
意
書
が
如
何
に
多
く
の
澱
に
於
て
歎
ふ
る
飯
の

大
で
あ
っ
た
か
は
、
　
こ
』
に
懸
者
に
嘱
し
て
謝
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊

に
哲
學
研
究
就
中
認
識
論
酌
論
究
蓮
作
の
趣
め
て
欝
〉
少
な
る
我
が
世
界
に
取

っ
て
、
　
か
く
の
如
き
一
重
…
が
課
議
せ
ら
れ
た
こ
ζ
は
誠
に
蹴
顎
ぶ
べ
き
こ
と
で

あ
る
と
患
ふ
。
本
謬
書
の
如
き
は
嶽
撃
ろ
一
三
の
訳
了
な
る
脇
連
作
と
し
で
、
認

識
論
的
研
究
に
進
ま
ん
と
す
る
も
の
エ
必
讃
の
入
門
書
と
し
て
、
推
漿
ナ
べ

き
摺
円
あ
る
も
の
と
思
ふ
。
　
添
…
に
歯
偏
先
に
は
珈
鞠
李
燕
Ψ
士
の
認
誰
…
論
の
著
あ
サ
、

今
鞍
懸
用
學
士
の
此
好
課
あ
り
、
此
種
の
蓮
作
の
陸
綴
公
に
せ
ら
る
エ
は
、
此

思
想
界
の
嵐
潮
の
那
邊
紀
進
展
し
つ
、
あ
る
か
を
覗
ひ
得
る
心
地
し
て
、
甚

だ
楡
快
に
患
ふ
次
第
で
め
る
。
（
岡
野
留
次
郎
）

　　

@　

@
國
民
道
徳
要
領
　
　
董
土
懲
罰
離
墾
薯

　
蹴
…
洲
職
餓
に
鑑
み
て
、
、
我
が
國
民
は
融
職
後
激
烈
な
る
國
際
的
勲
朋
璽
揚
御
…

に
、
世
界
的
公
民
と
し
て
活
鋤
す
る
と
同
時
に
、
臓
本
國
災
と
し
て
活
動
す

る
の
畳
悟
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
て
そ
の
活
動
の
道
徳
的
総
総
は

時
勢
に
趨
腋
…
し
た
國
民
逡
徳
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
　
國
民
道
徳
の
研
究
詮

明
は
穐
め
て
重
要
で
あ
り
、
　
亦
實
に
焦
聡
の
急
な
り
と
し
て
薯
港
が
準
素
の

棲
炮
を
、
　
闘
門
玉
壷
育
に
…
従
事
す
る
人
々
の
蜜
考
の
鴛
…
め
に
署
は
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

一
ニ
ニ

　
我
が
園
驚
道
徳
の
由
照
す
る
蓬
き
紳
代
の
昔
よ
り
今
に
到
る
迄
の
幽
民
甦

徳
の
獲
淫
虐
遜
を
ば
、
第
一
章
よ
り
第
七
章
に
納
め
て
あ
る
。
第
一
鍛
我
が

三
民
霊
徳
の
由
憲
か
、
　
轄
解
糖
鷺
・
紐
先
盆
リ
思
軍
と
家
族
舗
、
欝
告
叢
単
瀞
唱
漕
｝
の
欝
晒
濫
、

第
…
四
点
尽
儒
教
の
酸
蓮
と
其
の
影
響
、
　
第
｝
置
出
皐
佛
教
の
惜
彼
篭
池
と
鉱
ハ
の
影
鍵
儲
、
第
「

六
轟
阜
説
「
士
肌
池
の
獲
㎝
蓬
及
び
覚
ハ
の
路
…
灘
U
、
　
篤
～
七
出
単
卿
帆
育
に
…
議
す
る
勅
語
の
嚢

廊
の
出
物
下
に
周
齎
〃
の
圃
闘
群
舞
…
魏
u
が
大
陸
簸
四
來
の
印
度
思
機
甲
支
那
田
黛
懇
に
影
灘
醐

せ
ら
れ
、
屡
史
の
獲
展
に
範
…
れ
て
如
侮
に
醤
色
あ
る
閣
民
遣
徳
が
趨
っ
た
か

を
略
心
癖
史
的
に
叙
遠
し
、
第
八
章
…
図
譜
遊
徳
の
特
質
に
嘗
て
、
我
が
園
民

意
徳
に
は
顯
署
な
る
二
大
勝
暫
一
一
一
、
　
孟
思
孝
の
一
致
、
二
、
山
思
齎
愛
翻
闘
の

一
致
…
f
の
存
す
る
こ
と
を
閲
明
し
、
最
後
に
第
九
章
我
が
閣
民
遣
徳
の
倫

理
學
的
槻
察
に
於
て
學
灼
考
察
に
及
ん
で
去
る
。

　
一
難
昆
、
一
民
族
の
欝
徳
を
ば
蜷
史
的
に
詮
蓮
す
る
こ
と
は
、
背
に
湖
っ

て
逡
徳
の
事
賢
を
調
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
決
し
て
容
易
で
ぱ
な
い
が
、
、
道
徳

そ
の
も
の
エ
究
明
に
も
贅
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
単
解
着
料
が
あ
り
此
の
種

の
研
究
の
嚢
表
せ
ら
る
瓦
こ
と
は
顔
は
し
い
こ
と
で
あ
る
。
又
時
勢
の
要
求

と
淡
交
渉
で
も
無
く
、
数
育
者
の
滲
考
に
も
と
の
署
養
の
望
み
は
充
分
に
瀧

た
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
菊
版
醐
二
九
頁
、
東
京
貰
交
鎗
獲
行
、
定
憐
査
圓
五

十
銭
　
　
（
尾
生
光
悪
難
）

康
敷
一
撃

丈
三
士
石
原
謙
著

　
本
書
は
『
哲
學
叢
書
』
の
第
七
編
と
し
て
、
　
宗
敏
哲
學
の
地
位
及
び
問
題
を

組
織
的
に
設
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
署
者
は
霞
序
の
巾
に
『
軍
に
初

學
者
を
目
的
と
し
た
序
論
的
の
も
の
』
と
云
っ
て
居
る
が
、
然
し
宗
鍛
…
哲
學

概
論
と
し
て
は
内
容
の
最
竜
よ
く
調
っ
た
も
の
で
あ
夢
、
特
に
此
方
面
に
殆


